
Catalog Pocket
アプリとブラウザでも
「さががすき。」が閲覧できます。

閲覧やアプリの
ダウンロードは

コチラ▶

多国語に翻訳したり、音声で
聞いたり、便利な機能を使っ
て読むこともできます。

県民だより 『さががすき。』

スマートフォン・タブレット版
無料アプリ

県立文化施設等 イベントスケジュール

6/21（日） 13：30～15：00

6/17（水） 11：00～ 6/20（土） 15：00～

…イベントイ

公文書館（佐賀市）☎0952（25）7365

県立図書館（佐賀市）☎0952（24）2900 6月24日（水） ※毎月最終水曜日

佐賀城本丸歴史館（佐賀市）☎0952（41）7550 無休

博物館・美術館（佐賀市）☎0952（24）3947

SAGAアリーナ（佐賀市）☎0952（32）4070 不定休

宇宙科学館（武雄市）☎0954（20）1666 ※要観覧料

九州陶磁文化館（有田町）☎0955（43）3681

名護屋城博物館（唐津市）☎0955（82）4905

おはなし会ピヨピヨ 対象：乳幼児 おはなし会 対象：小学生まで

6/27（土）～28（日）6/20（土）

さがを深く知る大交流会
サガシル

イ

高校生と保護者のためのキャリアフェスタ 
（県内企業合同説明会）
イ

プリンスアイスワールド
2025-2026
PIW THE MUSICAL 
The Best of BROADWAY
佐賀公演

イ

6/27（土） 
13：30～15：00（開場13：00）

歴史館ゼミナール（第255回）
「『佐賀七偉人』は8人いた！
－絵葉書で見る江藤新平・島義勇の顕彰過程－」
講師／浦川 和也（佐賀城本丸歴史館 学芸員）

なりきり
衣装体験

6月 7月上旬

6/19（金）まで

6/6（土）

6/13（土）

特集展示「逸品展」 

6/23（火）まで

6/27（土） 13：30～15：00

6/20（土） 13：30～15：00
やきものセミナー 「やきものの修復」

休

休

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）休

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）休

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）休

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）休

休

所蔵資料展 「公文書館の？（はてな） －公文書館のお仕事－」

佐賀本で深掘るテーマ展示＃4 
「佐賀の葉隠、世界のHAGAKURE」

第11回
わぉ！な生きものフォトコンテスト写真展

常設展示 「現代の九州陶芸」

6/26（金）～7/29（水）

9/23（祝・水）まで

8/30（日）まで

なごや歴史講座 

「『史蹟名護屋城阯竝陣阯』への軌跡」
じんあとな ご や じょうあとならびに

※7～9月を除く
　毎月第2土曜日

毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日）休

関係するアート展vol.6

博・美セミナー 
「岡田三郎助と小説家、
  妻八千代〝奮闘記〟」

菊桐紋蒔絵風呂道具（うち風呂桶）
佐賀県重要文化財（佐賀県立博物館蔵）

（P4 県政トピックスで紹介）

【午前の部】10：30～12：00（受付締切11：30）
【午後の部】13：30～16：00（受付締切15：00）

6/20（土）～7/12（日）

佐賀県の推計人口 令和8年
4月1日現在

人　口

世帯数

男：369,368人 女：407,244人
776,612人（前月比 2,381人減）

325,571世帯（前月比 452世帯増）

さがインフォメーション

ラジオ

テレビCM「さがトピッくす」

テレビ

毎月さまざまなテーマで
県の情報をお知らせして
います。
※サガテレビで放送中

ナビゲーター  岩屋美咲さん
いわや みさき

県政ラジオ番組
県の取り組みやイベントなどを紹介しています

「SKIPPYのSAGA Ski」

NBCラジオで好評放送中！

県の取り組みやイベン
トなどを現場から生
中継でお伝えします
（月1回・不定期）

県内巡回中！

佐賀FM  ▶93.5MHz
鳥栖FM  ▶92.1MHz

とき 8月9日（日）・10日（月）

販売
期間

ところ SAGAアリーナ（佐賀市日の出）

SAGAアリーナ開催
県民限定チケット販売

詳細は
コチラ
から

バスケットボール男子
日本代表 国際試合

7月8日（水）10：00から
8月8日（土）23：59まで
（先着順・無くなり次第終了）

※お1人様6枚まで
※購入には、AKATSUKI JAPAN 
plus+への入会が必要です（無
料会員登録あり。事前にご入会
をお願いします） 
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　酒
蔵
で
生
ま
れ
る
酒
粕
に
新
た
な
価
値
を
見
い
だ
し
、

佐
賀
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
赤
酢
を
生
み
出
し
た
本
山
さ
ん
。

健
康
促
進
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
赤
酢
の
可
能
性
を

さ
ら
に
広
げ
よ
う
と
、ス
ポ
ー
ツ
に
着
目
し
ま
し
た
。

　本
山
さ
ん
は
、「
赤
酢
を
活
用
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
す

る
人
の
体
調
を
整
え
る
こ
と
で
、よ
り
良
い
応
援
環
境
を
つ

く
ろ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。西
九
州

短
期
大
学
や
佐
賀
清
和
高
校
と
協
力
し
、短
大
生
に
は
栄

養
学
の
知
見
を
生
か
し
た
レ
シ
ピ
開
発
、高
校
生
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
担
っ
て
も
ら
い
、応
援
専
用
ゼ
リ
ー「
レ
ッ

ド
サ
ー
ガ
」が
完
成
。赤
酢
と
ト
マ
ト
を
組
み
合
わ
せ
、旨

味
と
酸
味
が
調
和
し
た
味
わ
い
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　「ス
ポ
ー
ツ
は
応
援
す
る
人
が
い
て

こ
そ
盛
り
上
が
る
も
の
で
す
。よ
り

多
く
の
人
が
元
気
に
楽
し
く
応
援
で

き
る
よ
う
、赤
酢
の
力
で
支
え
ま
す
」

と
、よ
り
活
気
あ
ふ
れ
る
応
援
シ
ー
ン

を
支
え
て
い
ま
す
。

株式会社HONZAN CEO。
酒蔵の酒粕に着目し、佐賀県
ならではの赤酢を商品化。さ
らに、県のスポーツビジネス
創出事業を活用し、観戦する
人向けの赤酢ゼリーを開発、
今年3月のさが桜マラソンに
合わせて発売した。

本山 智子 さん
もとやま ともこ

ホンザン

vol.
02

Saga Sports Spirit
スポーツを する 観る 支える 育てる 稼ぐ

高
校
生
と
一
緒
に
調
査
し
ま
し
た
！

さがのJAMな人々。
山から受けとる、人がつなぐ

想いと行動が地域をつなぐ#01

JAMには、“ギュッと詰め込む”、
“思い思いに楽しむ”という意味があるよ！

ジャム

山は源流。山は、森、川、まち、海へとつながり、すべ
ての人々に恩恵を与える存在です。２年後に展開さ
れるSAGA JAM 2028（山の博覧会）は、県内全域
の山、川、海、まちがまるごと舞台に。さらに、SAGA 
GREEN JAM 2028（全国都市緑化フェア）も、佐賀
県で初開催されます。地域のみんなが主役となり、
それぞれの場所で、豊かな自然とのつながりを見つ
め直す動きが広がっています。２つの“JAM”に
向けて動き出している人 を々追いかけます。

　山々に囲まれ清らかな水が流れる唐津市七山。自然とともに暮らしが営まれる地域です。山は水を
蓄え、ろ過し、暮らしを支える存在であり、山が荒れることは地域の衰退につながります。もともと七
山は住民主体の地域づくりが盛んな土地でしたが、自分たちが大人になる頃には、川は草に覆わ
れ、ごみも目立つようになっていました。「このままではいけない」。そんな思いから、仲間数人で草
刈りやごみ拾いを始めたのが出発点です。
　小さな活動は、世代を超えて広がり、徐々に仲間が増えていき
ました。一方で、地域づくりの難しさも実感しています。それでも続
けてこられたのは、少しずつ景観が整い、風景が変わり、人のつなが

りが戻ってきたという確かな手応えがあるからです。
　現在は移住者や若い世代も加

わり、さらに新しい流れが生まれています。地域は誰か
に変えてもらうものではなく、自分たちの手で動かして
いくもの。「SAGA JAM2028（山の博覧会）」に向
かって、七山の資源を生かした「アミューズメントむら」
の実現を目指し、まずは自分たち自身が楽しみながら、
七山のすばらしさを広めていきたいと考えています。

「オーケイ・ファーム」の代表と
してトマトをメインに生産する
傍ら、2020年「NPO法人七山
むらづくり協議会」を発足し、理
事長として精力的に活動を続
けている。

プロフィール

岡本 泰成さん
おかもと たいせい

七山むらづくり協議会
Instagram
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